
第７回地域医療と西予市立病院等の在り方調査特別委員会会議録 

 

 

 

１．招 集 年 月 日 令和６年９月６日 

１．招 集 の 場 所 議員協議会室 

１．開 会 令和６年９月６日 

           午後０時０分 

１．閉      会 令和６年９月６日 

           午後０時２０分 

１．出 席 委 員 

    委員長    源  正 樹 

    副委員長  河 野 清 一 

    委員    まつもと みき 

    委員    大 森 揚 子 

    委員    山 下 昌 和 

    委員    宇都宮 久見子 

    委員    信 宮 徹 也 

    委員    宇都宮 俊 文 

委員    加 藤 美 香 

    委員    中 村 一 雅 

    委員    山 本 英 明 

    委員    竹 﨑 幸 仁 

    委員    小 玉 忠 重 

    委員    二 宮 一 朗 

    委員    兵 頭  学 

    委員    森 川 一 義 

    委員    酒 井 宇之吉 

１．欠 席 委 員 

   な  し 

１．出 席 説 明 員 

   な  し 

１．出席議会事務局職員 

   書記  瀧川 健二 

１．会議に付した事件  

地域医療と西予市立病院等の在り方調査 

特別委員会最終報告（案）について 

その他 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 
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  開会 午後０時０分 

 

○河野副委員長 

ただいまより第７回地域医療と西予市立病院等

の在り方調査特別委員会を開会いたします。 

早速ですが、委員長挨拶。源委員長お願いしま

す。 

○源委員長 

源委員長が挨拶を行う。 

○河野副委員長 

協議事項に移ります。進行は委員長お願いしま

す。 

○源委員長 

それでは協議次第に沿って進行してまいります。

（１）地域医療と西予市立病院等の在り方調査特

別委員会最終報告（案）についてを議題といたし

ます。 

御手元のタブレットに配信されたかと思います

ので、まずちょっと時間をとりますので見ていた

だいたらと思います。報告書の案については、基

本的には第１回から本日第７回までの簡単な経過

報告というか、何があったか、その事実の列記と、

皆さん御承知のとおり当特別委員会第５回の際に、

議案審査をして、詳細について本会議で報告をし

ております。今まで本会議で報告していないこと

を盛り込んだ内容としております。少し暫時休憩

にして時間をとりますので、御精読いただけたら

と思います。 

暫時休憩を告げる。 （休憩 午後０時２分） 

○源委員長 

再開を告げる。   （再開 午後０時５分） 

今、私のほうで作成いたしました最終報告案に

ついてお目通しをいただいたかと思います。まず、

この案について意見がありましたら挙手の上、お

願いをいたします。 

○まつもと委員 

今、見ただけなので、ちょっともう少し時間が

欲しいなというのが個人的な意見なんですが、そ

れと加えて、前回の特別委員会は、この条例改正

に対しての特別委員会だったと認識していて、今

回は指定管理者の指定というところ、これが最善

なのかどうか皆さんで話し合ったかなというふう

に思っています。そこの部分の、違いみたいなも

のが、この最終報告でもう少し明確に分かるとい

いのかなと思うんですがどうでしょうか。 

○酒井委員 

これを閉じるっていうのは閉じる問題で、そし

て新しくつくるのは新しくつくる形の中で、議長

の考え方で、目的とか、そういうものを議会に上

程するというのが手順なんで、これと以前のやつ

と今度立てるやつと一緒にしては私はいけないと

思います。 

○宇都宮俊委員 

今、酒井委員が言われました私も同じように思

います。１番最後の文章、継続して行う必要があ

る。これは今回の報告書には必要ないと思います。

酒井委員と繰り返しになりますが、この分につい

てはもう役割は終了した。言葉はそういう言葉じ

ゃないと思うんですが、一旦閉じて、継続とか、

これはまた別個に考えて、それはそれでまた別の

組織を委員会をつくればいいことであって、これ

表現はちょっとどうかなと思います。 

○宇都宮久委員 

タブレットの中には、前に特別委員会の委員長

報告を行った分は入ってるんですかね。今ある委

員会の委員長報告です。 

○源委員長 

ちょっと今飛ばしますので見ていただいたらと

と思います。今宇都宮久見子委員言われたのは恐

らく、私のほうが議案第 65 号の委員会審査報告

を本会議で行っておりますので、そのことでよろ

しいでしょうか。そしたらちょっと今飛ばします

の見ていただいたらと思います。 

暫時休憩を告げる。 （休憩 午後０時９分） 

○源委員長 

再開を告げる。  （再開 午後０時 11分） 

○宇都宮久委員 

ありがとうございました。６月の委員長報告に、

基本的にはこの特別委員会で話し合ったことは、

報告されていると思いますので今回の報告に関し

ては今いただいてる事実の列記というか、報告っ

ていうことで私はいいんじゃないかなと思います。 

○まつもと委員 

私が言ったのは、報告みたいなことを今回盛り

込んでほしいというよりは、この指定管理者の指

定について、要するにこの特別委員会で協議して、

もう可決したという結果を受けて、それで、それ

が何か、ここの文では明確じゃないかなと思った



- 3 - 

 

んですよね。この協議を可決された。なお、今後

の指定管理者制度導入に向け議会として、言葉が

足らないんですけど、指定管理者の指定について

一定の結果が出たみたいな結果というか結論を出

したっていう文章が必要なのかなというふうに思

ったんですがいかがですか。 

○酒井委員 

委員長の立場で委員長の職責でこの文章を書い

て、それに対する文章に、それでいいかなという

疑問があるんでしたら対案を出して、そしてこの

中で協議させてください。そうしないとこういう

委員長報告を、例えば常任委員会の委員長報告で

も、この分は入れてくれよというて言ったのに入

れてなかったりする場合あります。そういう場合

についても、もう一遍やらんといけんなりますん

で、その辺りの進行についての議会の進行につい

て、委員長の職責、副委員長の職責ってのを、や

はり私は重く見ます。ですからその中であった場

合は、対案としてこれを入れてくれとか、そうい

うものも元々あってしかるべきで、もうその辺り

を一つ一つやってたら、常任委員会に討論したこ

とに関しても、今のような意見が出たときは、常

任委員会の中で、私だったら、必ず常任委員会の

委員長になったら、もう報告については、正副委

員長にお任せ願いますということで最後に言いま

す。だからその辺りは含めた形で柔軟に考えない

と、硬直化してしまうんじゃないかと思います。 

○源委員長 

暫時休憩を告げる。（休憩 午後０時 14分） 

○源委員長 

再開を告げる。  （再開 午後０時 18分） 

一応、報告書今日示したばかりですので、多く

の皆さんが委員として入られておりますので、こ

の最終報告案に対する意見の聴取を意見の表明の

期日を９月９日月曜日の午後５時までにお願いい

たします。報告先は担当書記の瀧川次長までお願

いします。それをいただいた時点で、正副委員長

及び次長とともに、再度調整いたしまして、委員

の皆様にお示しした上、９月 18 日に予定されて

おります本会議において最終報告をしたいと思い

ます。これでよろしいでしょうか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○源委員長 

ありがとうございます。 

それではそのようにさせていただきます。その

他何かありましたらお願いいたします。 

 〔発言する者なし〕 

○河野副委員長 

以上をもちまして第７回地域医療と西予市立病

院等の在り方調査特別委員会を閉会いたします。 

 

閉会 午後０時 20分 

 

西予市議会委員会条例第 30 条第１項の規定に

よりここに署名する。 

 

地域医療と西予市立病院等の在り方調査特別委員

会委員長 

源  正 樹 


